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【はじめに】

ビタミンＡは脂溶性であることから、体内に蓄積しやすく、過剰症を起こしやすいとさ

れている。過剰症をおこすと、牛では成長期の骨形成異常（ハイエナ病）や脱毛を呈し、

鶏では実験的に25～37.5倍給与で血班卵や産卵率低下を呈するといわれている。牛におい

て、血液学的にビタミンＡ過剰症の診断指標は、エステル型である貯蔵型のビタミンＡパ

ルミテート（レチニルパルミテート：レチニルエステルの一種）の持続的かつ高濃度での

検出がある。

図1に示すとおり、体内に吸収されたビタミンＡは小腸でビタミンＡパルミテートへ変

換され、リンパ管を経て血中に放出されるが、通常、血中では検出限界以下となっている。

その後、肝臓で回収、蓄積され、必要に応じてビタミンＡとして血中に放出される。図2

に示すとおり、ビタミンＡを過剰に摂取すると、肝臓でのビタミンＡパルミテートの過剰

蓄積がおこる。その結果、血中でも高濃度となり、このビタミンＡパルミテートの検出は

ビタミンＡ過剰症の指標とされている。

今回、鶏での報告がないこの血中ビタミンＡパルミテートが1採卵鶏群において検出さ

れた。また、対照として他の養鶏場の測定などを実施したので、報告する。

【検出事例】

農場Aは約370日齢の採卵鶏49羽1群を、平飼いで飼養している。自家配合濃厚飼料と屑

野菜、カキガラを給与しており、うちビタミンＡは約700IU/日に加えβ-カロテン（プロ

ビタミンＡ）となっており、日本飼養標準のビタミンＡ要求量4,000IU/日と比較して、過

剰に給与されていなかった。

この鶏群では糞便検査で鶏回虫卵を検出している。成鶏では鶏回虫症とビタミンＡ欠乏

図１. ビタミンＡの体内動態：通常
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図２. ビタミンＡの体内動態：過剰摂取
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症との関連性が報告されているため、ビタミンＡ欠乏症を疑い、高速液体クロマトグラフ

ィー（HPLC）でビタミン検査（n=10）を実施した。

測定結果を表1に

示している。ビタミ

ンＡは337.0±67.4I

U/dlであり、欠乏と

いうよりは、むしろ

充足していると考え

られた。同時測定し

たビタミンＥ、β-

カロテンは、それぞ

れ1,142.5±440.1μ

g/dl、18.3±11.7μ

g/dlだった。さらに

今回、ビタミンＡ過

剰症の血液学的な診

断指標とされるビタ

ミンＡパルミテートが47.5±29.8IU/dlと、全羽において高濃度で検出された。なお、こ

れらすべての測定項目は、成書において鶏の正常値について記載はなく、ビタミンＡパル

ミテートにいたっては報告すら認められていない。

図3はHPLCのクロ

マトグラフを簡易に

示している。鶏での

ビタミン検査の報告

はビタミンＡとビタ

ミンＥについては少

数であるが存在す

る。今回、β-カロ

テンまで検査するこ

とで、その前にピー

クが存在するビタミ

ンＡパルミテート

を、確認することが

できた。

【検証】

ビタミンＡ過剰症の血液学的診断指標とされるビタミンＡパルミテートの検出が、この

農場Aの鶏群に特異なものか判断するため、検証を実施することとした。

①対照鶏として他農場の採卵鶏、種鶏、肉用鶏、地鶏での血中ビタミンＡパルミテート

表1. 測定結果（n=10）
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の測定、比較を実施した。

②農場Aの採卵鶏において、ビタミンＡの貯蔵臓器である肝臓について含有量を測定し、

肉用鶏との比較を実施した。

③農場Aと対照採卵鶏農場において、食品基準値のある全卵中ビタミンＡの測定をし、

比較を実施した。

【材料及び方法】

材料および方法を図4に示してい

る。

検出事例である農場Aを含まな

い、①～⑧の8農場ついて、保存血

清等を用い、HPLCでビタミンＡと

ビタミンＡパルミテートを測定し

た。なお、採血時に異常は認めら

れていない（1）。

次に、肝臓乳剤、1農場あたり3

個の全卵乳剤を材料とし、HPLCで

ビタミンＡ含有量を測定した（2,

3）。

【結果】

1.対照鶏の血中濃度

図5は鶏種別の結果を示している。

ビタミンＡ：すべてで検出事例の農場Ａより低い値だった。ビタミンＡパルミテート：

採卵鶏は検出事例の農場Aとほぼ同じ値だった。種鶏は、採卵鶏よりはやや低いものの高

図5. 結果1：対照鶏の血中濃度（鶏種別）
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図4. 材料及び方法
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値だった。肉用鶏、地鶏は低値で、わずかの正常牛で検出される値とほぼ同じだった。

表2は群別の結果を示している。

農場①の5群のうち130日齢、種鶏農場④の3群のうち75日齢、つまり育雛期は全羽でビ

タミンＡパルミテートは検出限界以下だった。採卵鶏農場①の496日齢、つまり廃鶏直前

はビタミンＡパルミテートは114.9±60.1IU/dlと、最も高値だった。

2.肝臓のビタミンＡ含有量

測定を実施した採卵鶏は281,485IU/100gで、日本食品標準成分表2015年版における肉用

鶏46,667IU/100g（μgよりIUに単位変換）の約６倍、肝臓にビタミンＡを貯蔵していた。

つまり、加齢により肝臓でのビタミンＡ蓄積が進んでいた。

3.全卵のビタミンＡ含有量

鶏では成書において血中ビ

タミンＡの正常値は記載され

ていないので、日本食品標準

成分表2015年版に記載のある

全卵中のビタミンＡ含有量を

測定し、比較をした。

結果を図6に示している。検

出事例の農場Ａと対照農場①

においてやや高く、対照農場

②、③では、食品標準とほぼ

同じ値で、いずれも著しく高

値ではなかった。
図6. 結果3：全卵含有量
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（※）日本食品標準成分表2015年版
（文部科学省科学技術・学術審議会資源調査分科会）

農場Ａと対照農場（①～③）で著く高値はない

農 場 ビタミンＡ含有量

Ａ １６４.７±３３.４
① ２０４.６±１２.２
② １４３.７±１１.１
③ １３５.１±２８.７

食品標準 １４０.０（※）
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鶏種 農場 日齢 羽数
検出
羽数

備考

採卵鶏 ① 130 3 0 76.0 ± 5.8
採卵鶏 ① 189 3 3 26.3 ± 9.7 143.1 ± 13.5
採卵鶏 ① 323 3 3 66.4 ± 24.9 176.6 ± 15.4
採卵鶏 ① 462 3 3 24.7 ± 11.2 151.9 ± 20.3
採卵鶏 ① 496 3 3 114.9 ± 60.1 168.7 ± 36.2
採卵鶏 ② 290 4 4 50.8 ± 28.7 243.8 ± 25.5
採卵鶏 ② 643 3 3 41.6 ± 19.7 290.9 ± 26.5
採卵鶏 ③ 730 3 3 17.2 ± 16.8 119.1 ± 11.3
採卵鶏 ③ 851 3 3 30.7 ± 8.9 136.0 ± 7.6

種鶏 ④ 75 3 0 172.7 ± 13.1
種鶏 ④ 190 3 3 36.2 ± 14.6 119.5 ± 11.2
種鶏 ④ 537 3 2 22.6 ± 7.4 164.7 ± 13.6

肉用鶏 ⑤ 20 3 3 8.2 ± 1.1 90.2 ± 10.0
肉用鶏 ⑤ 32 3 3 7.0 ± 0.4 77.4 ± 11.1
肉用鶏 ⑥ 29 5 0 132.0 ± 20.0

地鶏 ⑦ 41 3 3 14.9 ± 8.3 81.3 ± 2.9
地鶏 ⑦ 48 3 3 11.2 ± 2.0 106.6 ± 12.4
地鶏 ⑧ 90 3 3 4.0 ± 1.7 67.1 ± 24.0
地鶏 ⑧ 120 3 3 4.9 ± 1.9 73.0 ± 14.2

検出限界以下

検出限界以下

ﾋﾞﾀﾐﾝA
(IU/dl)

ﾋﾞﾀﾐﾝAﾊﾟﾙﾐﾃｰﾄ
(IU/dl)
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表2. 結果1：対照鶏の血中濃度（群別）

育雛期
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【考察】

検出事例と対照採卵鶏の血中ビタミンＡパルミテート濃度は概ね同じであり、検出かつ

高値は特異な事例ではなく、採卵鶏に一般的と考えられた。また、種鶏、肉用鶏、地鶏で

も血中ビタミンＡパルミテートが検出されたことから、濃度差はあるものの、鶏全般で検

出されることが判明した。さらに、対照採卵鶏において、廃鶏直前で血中ビタミンＡパル

ミテートが高値であったことから、その濃度差は産卵率との関連性が示唆された。

採卵鶏は肉用鶏よりも肝臓中ビタミンＡ含有量が高く、鶏は加齢によりビタミンＡ蓄積

が進み、肝臓の貯蔵能力を超過しているものと考えられた。

全卵中ビタミンＡは検出事例農場と対照採卵鶏農場において、日本食品標準成分表2015

年版と比較し、著しく高値ではなかったことから、ビタミンＡの過剰給与は疑われなかっ

た。

ペンギンにおいて血中ビタミンＡパルミテートが検出され、潜在的なビタミンＡ過剰で

あり、過剰に対して耐性が示唆される報告があることから、同じ鳥類である鶏も同様と考

えられた。


